
 

P1 

 

  
□議題： 1． 第 2回検討委員会議事録の確認 

2． 中間説明会の実施状況 

3． アンケートの集計結果（速報） 

4． 配置計画 

5． 全体工程、既存校舎改修、仮設計画 

6． 今後のスケジュール 

 
議題 議事内容（要旨） 

1.第 2 回検討委

員会議事録の確

認 

 ・第 2回検討委員会議事録案を確認。ホームページ掲載につき合意。 

2. 中間説明会の

実施状況 

 

(事務局) 

・中間説明会議事録案を確認。 

・6月 29 日（水）に中間説明会を 2 回実施。学校施設整備の基本的な考え方、

基本方針(素案)、校舎配置検討案等について説明を行った。 

・工事期間中の学校運営上の配慮、日照改善、敷地からの排水、（終了後に）工

事期間中の振動対策等の意見や要望があった。これらを踏まえ、今後の検討

を進めていく。 

 

3. アンケートの

集計結果（速報） 

 

 
 

(事務局) ・アンケート集計結果(速報版)から回答数の多かった内容等を説明。 

・今回提示の資料は速報版であるため、体裁や個人情報等を修正の上、ホーム

ページへの掲載方法を検討する。 

・生徒からは、残してほしい場所として校庭の広さやプラネタリウム等の回答

が多く挙がった。 

・今後入学予定の生徒の保護者からは、生徒への配慮や工期短縮等の要望が多

く挙がった。 

・近隣住民からは、周辺への配慮や避難所機能の確保についての意見が多く、

住宅と校舎の離隔を確保してほしいとの意見もあった。 

 

4. 配置計画 

 

（事務局) 

（事務局) 

 

 

 

（設計） 

 

（委員） 

 

（事務局) 

（委員） 

（委員） 

（事務局) 

 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

（委員） 

（設計） 

 

・次回が最終回となるため、今回の委員会で１つの案に絞り込みを行う。 

・前回提示した、給食室を北西角に配置する案は、仮設校舎期間中の給食の区

内調理場からの搬送に目途が立ちそうであること、トラック搬入スペースの

関係で校庭が狭くなること、先行整備の場合の適法化改修工事等による工期

延長、住民からの要望等を踏まえ、メリットがないため割愛した。 

・Ⅰ案（２階昇降口案・１階昇降口案）、Ⅱ案、Ⅳ案の計画内容と前回からの変

更点を説明。 

・校庭の水捌け改善について考慮すべき。また、災害用マンホールの水は中水

利用を考慮した方が良い。 

→校庭整備の際の検討事項とする。 

・災害時の使い勝手を考慮すると、防災倉庫は屋外設置が良い。 

・運営面を考慮すると、学年毎にフロアがかたまっていた方が良い。 

→Ⅱ案は１つの学年の中でフロアが分かれてしまい、学年を固めると東側敷地

が狭くなってしまうため、Ⅱ案は不採用とし、Ⅰ案、Ⅳ案の中から絞り込み

を行う。 

・アンケートでの生徒の意見を尊重し、校庭の広さは確保したい。また、コロ

ナ禍で活動が制限される現状を踏まえると、屋外で活動できる環境は重要で

ある。 

・休み時間等、騒がしくなる時間帯もあるため、生徒の環境を考慮すると、普

通教室と特別支援教室のフロアを分けることが望ましい。 

・敷地北側の日影、道路の凍結は各案とも変わらないか。 

→Ⅰ案、Ⅳ案とも北側道路への影響は変わらない。北側住宅の日影はⅣ案の方

が多少改善される。 
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P2 

 

議題 議事内容（要旨） 
（委員） 

 

（委員） 

 

 

 

（委員） 

（設計） 

（委員） 

（事務局） 

 

（委員長） 

 

（委員） 

（委員） 

（事務局） 

 

・Ⅰ案はⅣ案と比較して東側住宅との離隔が大きい。また、部分的に 2 階建て

に抑えており、東側の建物高さはⅣ案とほぼ変わらない。 

・Ⅳ案は法規上の制約が少なく計画の自由度が高く、木造でできる可能性もあ

る。また、ＲＣ造だとしたら１階分減ることで躯体工事の短縮が図れ、杭を

不要とできれば工期を縮めることができる。屋内に豊かな交流スペースを設

けることもできる。 

・Ⅰ案の廊下幅員を拡張することで交流スペースの創出が可能ではないか。 

→廊下を拡張するだけでは、実質の活動空間は生まれないと考える。 

→昇降口周りを広くする等の工夫で交流空間を生み出すことも可能と考える。 

・Ⅳ案は、特別支援の半分以上が北側配置となってしまう。また、今後の設計

で工夫しても近隣との離隔をこれ以上確保することが難しい。 

・校庭面積や教室配置を考慮し、Ⅰ案を基本構想案として採用する。交流スペ

ースの創出については次回までの検討事項とする。 

・昇降口は 1、2階それぞれに設けても良いのではないか。 

・特別支援学級用の昇降口は、上記に加え別途設置が望ましい。 

→昇降口の位置については、次回までの検討事項とする。 

 

5. 全体工程、既

存校舎改修、仮設

校舎 

(事務局) 

 

 

 (事務局) 

 

 

（委員） 

 

 

(事務局) 

(事務局) 

 

（委員） 

 

（委員） 

（事務局） 

・全体工程表・改修工事リスト（たたき台）を説明。工程表は、アンケートや

説明会でも質問等があったため、現状の見込みとして提示する。今後の設計

でさらに細かく検討していく。 

・体育館の防音対策については、床の張替により下階への防音（振動）対策を

行う予定。その他の防音対策については、建具の取替を含め今後の継続検討

とするが、地域開放等で窓を開けると音が漏れるのは防ぐことができない。 

・敷地北側にある側溝の雨水排水については現況を把握の上、工事での対応を

検討してほしい。 

 

・校舎の仮設計画について資料を用いて説明。 

・仮設校舎建設から改築工事中の校庭面積については、現在の半分程度となる

見込みである。 

・仮設校舎の配置については、校庭面積や体育館・プール棟の採光確保を考慮

すると提示案が望ましいと考える。 

・仮設校舎の時期は、給食センターから届くのか。 

・仮設校舎は短期で解体するため、給食室設置はコスト面等から難しい。太子

堂調理場から搬送される予定。 

6.今後のスケジ

ュール 

(事務局) 

 

・次回の検討委員会は 9/5（月）10：00～同会場にて開催予定。 

 

以上 

 


